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1.インフルエンザの症状
　インフルエンザの症状の特徴は、突然の発熱です。典型
　的な場合３９℃以上の高熱に続き鼻水や喉の痛みなど
　の「上気道炎症状」と全身倦怠感、関節痛などの「全身
　症状」が現れる。発病から1週間でウイルスが排泄され
　症状が軽くなる。

2.高齢者と子供、慢性疾患のある人は要注意
　・高齢者は免疫機能が弱いため、病気が重症化しやすく
　　「合併症（肺炎）」が起こりやすい。
　・子供は抗体がない状態で初感染して発病するため症状
　　が強くなる。まれに「脳症」が起きることがある。
　・持病のある人や妊婦も重症化しやすい傾向にあるので
　　注意が必要です。

3.合併症の可能性のある症状    4.抗インフルエンザウイルス薬の使用目的
      

5.インフルエンザにかからない、うつさないために
 　・体を温め安静に保ち免疫力を高める　　　・水分をこまめに取り脱水症状を防ぐ
　 ・体内のイオンバランスを考慮すると水、お茶よりもスープ、スポーツドリンクの方が適している。
　 ・予防のためにワクチン接種は大事です。特に高齢者や子供、持病のある人やその家族は接種してください。
　 ・抗体ができるまでに2～3週間かかるので早めの接種をお願いします。
 　・マスクの着用、うがい、手洗いをする、インフルエンザに感染したら「せきエチケット」を守る。
　 ・熱が下がっても２日間程度はウイルスが排泄されるので外出は控えてください。

6.新型インフルエンザについて 7.食事会
　新型インフルエンザに対しては誰も免疫を持っていない 参加者：10名
　ので発生すると大流行になる恐れがある。現在鳥インフ 皆さん楽しそうに
　ルエンザ（Ｈ5Ｎ1）が世界的に注目されている。今は人か 　　　　　　 お食事をされてい
　ら人へ容易に感染することはないのですが、流行する可  たそうです。
　能性は残っている。現在世界中の政府や研究者が抑制
　のための対策を築きつつある。また新しい抗インフルエ
　ンザウイルス薬は鳥インフルエンザに対しても効果があ
　ることがわかっている。
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